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月
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さ
い
か
ん
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さ
ん
ゆ
う

　

正
月
の
街
中
に
は
松
竹
梅
の
飾
り
と
意
匠
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

松
と
竹
と
梅
と
を
組
み
合
わ
せ
て
、
祝
儀
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
室
町
時
代
以
後
の
こ
と
で
す
。
寒
い
季
節
に
耐
え
る
松
・竹
・梅
を
歳
寒
三
友
と
し
て

愛
し
た
、
中
国
の
文
人
た
ち
の
思
想
が
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
で
し
た
。
し
か
し
、
松
・竹
・梅

は
、
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
古
く
か
ら
日
本
人
の
文
化
や
生
活
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

門
松
は
、
も
と
も
と
正
月
の
歳
神
が
祭
場
に
降
臨
す
る
た
め
の
依
代
と
し
て
立
て
ら
れ

た
も
の
で
す
。
松
の
風
格
あ
る
幹
や
枝
ぶ
り
、
常
に
緑
深
い
葉
な
ど
に
、
ひ
と
び
と
は
神
秘

的
な
力
を
感
じ
取
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
兼
好
法
師
は
「家
に
あ
り
た
き
木
」と
し
て
松
を

第
一
に
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
か
ぐ
や
姫
誕
生
の
場
面
や
、
七
夕
か
ざ
り
か
ら
も
連
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
青
々

と
ま
っ
す
ぐ
で
、
凛
と
し
た
姿
の
竹
に
も
、
霊
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

梅
は
、
8
世
紀
ご
ろ
中
国
文
化
と
と
も
に
入
っ
て
き
た
、
こ
の
中
で
は
一
番
新
し
い
樹

木
で
す
。
花
の
な
い
時
期
に
、
老
木
か
ら
生
命
が
再
生
す
る
よ
う
に
可
憐
な
花
を
咲
か

せ
る
さ
ま
は
、
そ
れ
自
体
、
不
可
思
議
な
力
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
松
・竹
・梅
を
単
独
に
、
あ
る
い
は
組
み
合
わ
せ
て
描
い
た
絵
画
や
、

そ
れ
ら
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
工
芸
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
込
め
ら

れ
た
、
長
寿
の
願
い
や
祝
意
、
あ
る
い
は
松
・竹
・梅
の
霊
性
に
対
す
る
人
々
の
畏
敬
の

念
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

か
ど

ま
つ
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み
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百椿図（部分）　伝 狩野山楽筆　2巻　

紙本着色　日本・江戸時代　17世紀　

根津美術館蔵　茂木克己氏寄贈

100種類以上もの椿を、さまざまな器物と組み合わせて描くのが

「百椿図」の特徴です。現代のフラワーアレンジメントの趣です。

展示室２　華麗なる能装束

紅薄縹段鉄線唐草文唐織　

1領　絹　

日本・江戸時代　

18世紀 
根津美術館蔵

紅と薄い縹色を段替わりに染めた絹地の全面に、鉄線の花と唐草文

を華やかに織り出している。唐織は、主に女性役が表着として用いる。

白地青海波扇文縫箔

1領　絹　

日本・江戸時代　

17世紀　

根津美術館蔵　

四季の草花を刺繍した扇形を全面に散らし、余白には同心円を

連ねた青海波文を、金箔を貼り付けてあらわす。清々しい意匠

の優品。

展示室６　初月の茶会

新年の始まりを茶会で寿ぎます。平成28年の干支「猿」や、歌会

始のお題「人」など新春にまつわる茶道具約20件の取り合わせ。

猿舞図　葛飾戴斗筆

１幅　紙本淡彩

日本・江戸時代 19世紀

根津美術館蔵

干支にちなんで、北斎の門人葛飾戴斗が描く猿舞図の軸を

掛ける。猿は魔が「さる」といって縁起のよい画題として好まれた。

色絵結文文茶碗　野々村仁清作　

1口　施釉陶器　

日本・江戸時代　17世紀　根津美術館蔵

細く折られた文を千代結びにした

「結び文」は吉祥文のひとつ。赤絵と

青絵、金彩が用いられた仁清らしい

華やかな茶碗である。

展示室５　百椿図

江戸時代のはじめ、空前の椿園芸ブームのなかで制作された

「百椿図」。新春恒例となった展示をお楽しみください。

能は、江戸時代に大名の公式行事となったため、色糸や金糸を用いた華麗な能装束が発達しました。館蔵品より江戸時代の優品約10点を

展観します。

3
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同時開催

根津美術館　「松竹梅　―新年を寿ぐ吉祥のデザイン―」

ふみ
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開催概要

コレクション展「松竹梅 －新年を寿ぐ吉祥のデザイン－」　

根津美術館

2016年1月9日(土)～2月14日(日)
午前10時〜午後5時 ［入館は午後4時30分まで］

毎週月曜日、ただし1月11日（月・祝）は開館し、翌1月12日（火）は休館。

一般1000円（800円） 学生800円（600円） 
＊(  )内は20名以上の団体料金、中学生以下無料

一般900円  学生700円

2015年11月14日(土)～12月23日(水・祝)「物語をえがく －王朝文学からお伽草子まで－」展開催

期間中、根津美術館ミュージアムショップにて販売

地下鉄銀座線・半蔵門線・千代田線〈表参道〉駅下車　A5出口（階段）より徒歩8分、

B4出口（階段とエスカレータ）より徒歩10分、B3出口（エレベータまたはエスカレータ）より徒歩10分

〒107-0062 東京都港区南青山 6-5-1
TEL 03-3400-2536 (代表)
http://www.nezu-muse.or.jp (日本語・English)

次回展

2016年  2月27日（土）～3月31日（木）

ほとけの教え、とこしえに。－仏教絵画名品展－ 

「松竹梅の美術」 
日時 　　　 1月30日（土）　   午後2時～3時30分

講師 　　　 松原　茂 　　　 （当館　学芸部長）

会場 　　　 根津美術館講堂 （定員 130名）

往復葉書の往信裏に、展覧会名・住所・氏名（返信表面にも）・電話番号をご記入うえ、

〒107-0062 東京都港区南青山6-5-1 根津美術館 講演会係宛にお申込みください。

＊1月16日（土）締切（当日消印有効）。

＊参加希望者1名1講演会につき、1枚の往復はがきでお申込みください。

日時 　　　 1月15日（金）      「百椿図」　野口 剛　（当館　学芸第二課長）　

　　　 　　　1月22日（金）      「松竹梅」　松原 茂　（当館　学芸部長）　

　　　　　　 午後1時30分から約45分間

 ＊会場はいずれも根津美術館講堂 （先着 130名）。　学芸員が スライドを用いて説明いたします。 

日時 　　　 2月 5日（金） 　　「展示室2 華麗なる能装束」     午前11時から約40分  
＊事前申し込みは不要。午前10時より美術館受付にて整理券を配布いたします（お１人につき

１枚）。ご希望の方はお申し出ください。（先着35名）　開始10分前に、整理券をお持ちのうえ、

ホール階段下へお集まりください。

関連プログラム

※講演会、スライドレクチャー、ギャラリートークとも聴講は無料ですが入館料をお支払いください。

講演会

〈申込方法〉

スライドレクチャー

ギャラリートーク

【 展 覧 会 名 】

【 主 　   催 】

【 開 催 期 間 】

【 開 館 時 間 】

【 休  館  日】

【 入  館  料 】

【 前  売  券 】

【 ア ク セ ス 】

【 住     所 】

【 お 問 合 せ 】

【ホームページ】

【リリース・広報のお問合せ】　

担当： 所、村岡、羽田　tel. 03-3400-2538 (直）　fax. 03-3400-2436　 e-mail. press@nezu-muse.or.jp

4 根津美術館　「松竹梅　―新年を寿ぐ吉祥のデザイン―」

仏伝図から曼荼羅、 垂迹画まで、 根津美術館が誇る仏教絵画コレクションをご鑑賞ください

重要文化財　金剛界八十一尊曼荼羅（部分）　
日本・鎌倉時代　13世紀　根津美術館蔵


